
障
しょう

害
が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

解
か い

消
しょう

法
ほ う

理
り か い

解を深
ふか

めよう

〜誰
だれ

もが安
あんしん

心して暮
く

らせる思
おも

いやりのあるまちをめざして〜

　障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さべつかいしょうほう

別解消法（正
せいしきめいしょう

式名称：障
しょうがい

害を理
り ゆ う

由とする差
さ べ つ

別の解
かいしょう

消の推
すいしん

進に関
かん

する法
ほうりつ

律）

では、障
しょうがい

害のある人
ひと

もない人
ひと

もお互
たが

いにその人
ひと

らしさを認
みと

め合
あ

いながら、共
とも

に生
い

きる

社
しゃかい

会をつくることを目
め ざ

指しています。

　この法
ほうりつ

律は、役
やくしょ

所や会
かいしゃ

社、お店
みせ

などを対
たいしょう

象としていますが、誰
だれ

もが暮
く

らしやすい

社
しゃかい

会をつくるためには、地
ち い き

域で暮
く

らす皆
みな

さん一
ひ と り

人ひとりに障
しょうがい

害に対
たい

する理
り か い

解を深
ふか

めて

いただくことが求
もと

められています。



不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き

別的取
とりあつか

扱いの具
ぐ た い れ い

体例

カレーライス…000円

ハンバーグ…000円

オムライス…000円

ステーキ…000円

ふどうさん

大き
い文
字

小さい
文字

　この法
ほうりつ

律では、国
くに

・都
とどうふけん

道府県・市
し

区
く

町
ちょうそん

村などの役
やくしょ

所や、会
かいしゃ

社やお店
みせ

などの事
じぎょうしゃ

業者が、障
しょうがい

害のある

人
ひと

に対
たい

して、正
せいとう

当な理
りゆう

由なく、障
しょうがい

害を理
りゆう

由として、サービスの提
ていきょう

供を拒
きょひ

否したり、制
せいげん

限したり、条
じょうけん

件

をつけたりする「不
ふとう

当な差
さべつてき

別的取
とりあつか

扱い」を禁
きんし

止しています。

　また、障
しょうがい

害のある人
ひと

から、社
しゃかい

会の中
なか

にあるバリアを取
と

り除
のぞ

くために何
なん

らかの配
はいりょ

慮が必
ひつよう

要と伝
つた

えられ

たとき、負
ふたん

担が重
おも

すぎない範
はんい

囲で対
たいおう

応する「合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の提
ていきょう

供」を求
もと

めています。

　障
しょうがいしゃきほんほう

害者基本法で定
さだ

められている、身
しんたいしょうがい

体障害、知
ちてきしょうがい

的障害、精
せいしんしょうがい

神障害（発
はったつしょうがい

達障害を含
ふく

む）、その他
ほか

の

心
こころ

や体
からだ

のはたらきに障
しょうがい

害がある人
ひと

で、障
しょうがい

害や社
しゃかい

会の中
なか

にあるバリアによって、継
けいぞくてき

続的に日
にちじょうせいかつ

常生活や

社
しゃかいせいかつ

会生活に相
そうとう

当な制
せいげん

限を受
う

けている人
ひと

です。障
しょうがいしゃてちょう

害者手帳を持
も

っていない人
ひと

も含
ふく

まれます。

※平
へいせい

成30年
ねん

10月
がつ

1日
にち

施
せこう

行の「東
とうきょうとしょうがいしゃ

京都障害者への理
りかいそくしんおよ

解促進及び差
さべつかいしょう

別解消の推
すいしん

進に関
かん

する条
じょうれい

例」では、

「努
どりょくぎむ

力義務」ではなく「義
ぎ む

務」とされています。

車
くるま

椅
い す

子を使
つか

っていることを理
り ゆ う

由にお店
みせ

に入
はい

るこ

とを断
ことわ

る。

障
しょうがい

害があることを理
りゆう

由にアパートを貸
か

さない。

どんな法
ほ う り つ

律なの？

対
た い し ょ う

象となる「障
し ょ う が い

害のある人
ひ と

」とは

不
ふ と う

当な差
さ べ つ て き

別的取
とりあつか

扱い 合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の提
ていきょう

供

役
やくしょ

所
（国

くに

・地
ち ほ う

方公
こうきょうだんたい

共団体）
してはいけない しなければならない

民
みんかんじぎょうしゃ

間事業者
（会

かいしゃ

社・お店
みせ

など）
してはいけない するように努

つと

める※



合
ご う り て き は い り ょ

理的配慮の具
ぐ た い れ い

体例

ヘルプマーク・ヘルプカードについて

カレーライス…000円

ハンバーグ…000円

オムライス…000円

ステーキ…000円

ふどうさん

大き
い文
字

小さい
文字

カレーライス…000円

ハンバーグ…000円

オムライス…000円

ステーキ…000円

ふどうさん

大き
い文
字

小さい
文字

　合
ごうりてきはいりょ

理的配慮の方
ほうほう

法は、一
ひと

つではありません。申
もう

し出
で

のあった方
ほうほう

法では対
たいおう

応が難
むずか

しい場
ばあい

合でも、話
はな

し合
あ

った

うえで、負
ふたん

担が重
おも

過
す

ぎない範
はんい

囲で別
べつ

の方
ほうほう

法を探
さが

すなど、障
しょうがい

害のある人
ひと

の理
りかい

解を得
え

ながら柔
じゅうなん

軟に対
たいおう

応すること

が大
たいせつ

切です。

車
くるま

椅
い す

子を使
つか

っている人
ひと

が通
とお

れるよう、段
だ ん さ

差に

簡
かんい

易スロープなどを設
せっち

置する。

聴
ちょうかく

覚に障
しょうがい

害がある人
ひと

に対
たい

して、筆
ひつだん

談などの手
しゅだん

段

を用
もち

いて説
せつめい

明する。

障
しょうがい

害の特
とくせい

性に配
はいりょ

慮し、説
せつめいしょ

明書などの文
も じ

字を大
おお

き

くしたりふりがなをつけたりする。

　ヘルプマークは、人
じんこうかんせつ

工関節を使
しよう

用している人
ひと

や内
ないぶしょうがい

部障害の人
ひと

など、

外
がいけん

見からわからなくても支
しえん

援や配
はいりょ

慮を必
ひつよう

要としている人
ひと

が、周
しゅうい

囲の人
ひと

に配
はいりょ

慮を必
ひつよう

要としていることを知
し

らせるマークです。このマークを身
み

につけている人
ひと

を見
み

かけたら思
おも

いやりのある行
こうどう

動をお願
ねが

いします。

　ヘルプカードは、障
しょうがい

害のある人
ひと

がいつも身
み

につけておくことで、

災
さいがい

害のときや助
たす

けが必
ひつよう

要なときなどに周
しゅうい

囲へ「困
こま

っている」ことをお

願
ねが

いしやすくするものです。このカードを持
も

っていて「何
なに

かを頼
たの

みた

いような様
ようす

子をした人
ひと

」を見
み

かけたら声
こえ

をかけてみてください。

ヘルプマーク ヘルプカード

メニューをわかりやすく説
せつめい

明したり、写
しゃしん

真を活
かつよう

用

したりする。

ひ
つ
だ
ん



思
お も

いやりのある行
こ う ど う

動

中
ち ゅ う お う く

央区の取
と

り組
く

み

お

　区
く

では、すべての職
しょくいん

員が守
まも

るべき「職
しょくいんたいおうようりょう

員対応要領」（規
き て い

程）を定
さだ

め、障
しょうがい

害を理
り ゆ う

由とした差
さ べ つ

別を行
おこな

わない

適
てきせつ

切な事
じむじぎょう

務事業に取
と

り組
く

んでいます。また、法
ほう

の趣
しゅし

旨や障
しょうがい

害についての理
りかい

解を深
ふか

めていただくために、区
くみん

民

や事
じぎょうしゃ

業者に対
たい

する普
ふきゅうけいはつかつどう

及啓発活動を行
おこな

っています。

　区
く

の事
じむじぎょう

務事業における、または区
くしょくいん

職員による障
しょうがい

害を理
りゆう

由とする差
さべつ

別については、各
かくたんとうぶしょ

担当部署にご相
そうだん

談くだ

さい。

視
しかくしょうがい

覚障害のある人
ひと

を誘
ゆうどう

導する
点
て ん じ

字ブロックの上
うえ

に障
しょうがいぶつ

害物を
置
お

かない。

障
しょうがい

害の特
とくせい

性で言
こ と ば

葉による説
せつめい

明
などを理

り か い

解しにくい人
ひと

には、
ゆっくり、ていねいにわかりや
すく話

はな

す。

車
く る ま い す

椅子を利
り よ う

用している人
ひと

が段
だん

差
さ

などで手
て だ す

助けが必
ひつよう

要な様
よ う す

子
を見

み

かけたら声
こえ

をかける。

電
でんしゃ

車やバスの優
ゆ う せ ん せ き ふ き ん

先席付近で
は、携

けいたいでんわ

帯電話の電
でんげん

源を切
き

るな
どマナーを守

まも

る。

緊
きんきゅうじ

急時の放
ほうそう

送がわからず、
困
こま

っている様
よ う す

子を見
み

かけたら
声
こえ

をかける。

「誰
だれ

でもトイレ」では、高
こうれいしゃ

齢者
や妊

に ん ぷ

婦、障
しょうがい

害のある人
ひと

を優
ゆうせん

先
する。

発
はっこう

行：中
ち ゅ う お う く ふ く し ほ け ん ぶ し ょ う が い し ゃ ふ く し か
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○
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に
…

集あ
つま

っ
て
…
く
だ
さ
い

事故のため…
運転を見合わせています。…
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お
先
に
ど
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ぞ
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き

ホ
ッ

良
か
っ
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